
いちごの低温暗黒処理による花成促準

1．試験のねらい

　近年、果実の晶質保持のために1～2卸程度の小型予冷庫が普及し、これを利用して花芽分

化の前進化を図る低温暗黒処理が早出し栽培の中の新作型として普及しっっある。しかし、低

温暗黒処理では花芽分化しない株が生じ、その結果開花にぱらっきを生じ載培を不安定にして

いる。そこで、育苗日数、処理開始時期、処理日数及び順化が花芽分化、開花及び収量に及ぼ

す影響にっいて検討した。

2．試験方法

　供試品種は女峰を用いた。処理区は、低温暗黒処理開始時期（以下処理開始時期）が8月5

　日、15日及び26日の3区、育苗日数が50日と80日の2区、処理日数が15日と20日の2区、

さらに低温暗黒処理終了後直ちに定植する順化無区と終了後黒寒冷紗下で5日間順化した後定

植する順化有区の2区を設け、これら4要因を組み合せた24区とした。育苗中の窒素肥料は

いずれの処理区も活着後に株当たり成分で140㎎を施用し、低温暗黒処理中の温度は13℃と

　した二定櫃はいずれの処理区も処理終了当日に行い、裸温開始は10月14日とし、その他の管

理は慣行に準じた。

3．試験結果およぴ考察

11）低温暗黒処理開始時の生育はいずれの処理開始時期においても80日区が50日区より優れ、

　　葉身中の窒素濃度は80日区が50日区より低かった。（省略）。

（2）花芽分化指数は6，8，13～16及び21～24区が分化期以上で他区より高く、なかでも、

　　16二一’22～24区はがく初生期以降となり花芽分化が促進された。また、処理有効株率は13～1

　　5，21及び22区で100％、6，8，10，16，18，23及び24区では90％以上と高く、花芽

　　分化指数の高かった区とほぼ一致した（表一1）。各要因が花芽分化及び処理有効株率に及

　　ぼす影響は処理開始時期間では8月5日、15日、26日区の順に高くなり、育苗日数間では

　　50日区より80日区が高かった。処理日数及び順化では花芽分化への影響は認められたが、

　　処理有効株率への影響はみられなかった（表一2）。

　（3）各要因が総収量に及ぼす影響は判然としなかったが、年内収量は処理開始時期間では8月

　　15日、26日、5日区の順で、育苗日数間では50日より80日区で多収となった（表一2）。

　　　また、処理日数間では15日区が20日区よりわずかに多かったが、処理日数及び順化とも

　　年内収量への影響は比較的小さいと考えられた。

4．結果の要約

　　花芽分化、開花のぱらっき及び年内収量へ及ぼす要因は育苗日数と処理開始時期の影響が大

　きく、処理日数と順化の影響は小さかった。育苗日数は80日、処理開始時期は8月15日から

　26日とし、処理日数は15日間程度とすることにより、低温暗黒処理による栽培の安定が図れ

　るものと考えられた。　　　　　　　　　　　　　　　　（担当者　栃木分場石原良行）
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表一1 花芽分化，処垂有効株率，一開花日及ぴ収量に及ぼす影響
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表一2 要因別の花芽分化，処理有効株率及び収量．
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